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越谷市郷土研究会第９８回研究発表会『絵馬について』の資料

伊場遺跡出土絵馬（縦７．３掌ン・横８．９単ﾝ）ほぼ実物大の模写

手



、

絵馬は小さな『小絵馬』（こえま）と大きな『大絵馬』（おおえま）と

に分類される。大絵馬は江戸時代から明治にかけて絵師によって盛んに作

られ神社・寺院に奉納され、額絵馬（がくえま）とも言われる。一方、小

絵馬は古代から現代まで見られ、主に個人的な祈願に用いられて神社・寺

院に奉納されるが、さまざまな絵柄があり庶民の願いや生活が痛切に感じ

取られる。

そこで『小絵馬』について、さまざまな絵柄の中から主なもの１００秘

類選んで紹介する。

小絵馬の分類（岩井宏実氏による）

１．馬の図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｎｏ．１～No.５

Ⅱ、神仏の像を描いた図・・・・・・・・・・・・・・・No.６～No.１８

Ⅲ、神仏を象徴する持ち物などを描いた図・・・・・・・No.１９～No.２２

Ⅳ、神仏に縁故の深い春属(けんぞ〈）などを描いた図・・No.２３～No.４１

Ｖ、神仏の依代(よりしろ）・祭場・祭具などを描いた図・No.４２～No.５１

Ⅵ．祈願の内容を描いた図・・・・．．・・・・・・・・No.５２～No.９５

Ⅶ、礼拝姿を描いた図・・・・・・・・・・・・・・・No.９６～No.１００

Ⅷ．干支（えと）を描いた図

Ⅸ、その他

１．鴫

鴫の線瓜は折顧葡が邸い車の対敗
の神仏などがわからぱい時にも利用
され、Ⅲ宝力《られている。

２．神馬献上（しんぱけんじよう）
鴎は神の梁り物。鴎を神に畝上し

に行く所。、時代が下るにつけ、図

柄があっさりとなる。

－１－

＃?＝＝

３．抑幣叫（ごへいうま）

御弊を柿った瓜で、全国各地に見
られる膿鵬。



１２．番耐槻（どんりゅうさま）

法衣をまとい、伽帆をかぶり、ＩＭＩ

染（きよくろく・椅子のこと）に寄
り掛かった硬の呑竜上人（しように

ん）は、群鳴県太田市の大光院（だ

いこういん）を側く。「子荷て呑竜」

とも言い、子供の演凱一切に御利益
（ごりや<）があるとされ、そのお

礼にこの絵鵬を奉納する。
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綴；毒踊

４．籾子叫（おやこうま）

籾脇が子鵬を辿れて松の枝の下を
のんびりと歩いている。子鵬の成畏：
と脈鯛且災を折廟する。

５．檎曳さ駒（さるひきこま）

左下の小さい強が大きな１Ｍ（駒）
を曳いている。猫は鴫を守ってくれ
るとされ、捜曳き駒は庭（うまや）
の守り札となる。

6．地域（じぞう）

女
性
の
面
付
き
を
し
た
地
殿
で
あ
る
。

１１．粂平内（くめのへいない）

卯女の恋を取り持つ緑輪びの神。

平内は千人斬りをやろうとしたが悔

い改めて、自ら石像を刻み通行人に

踏み付けさせた。のち「ふみつけ」

が「文付け」となり、文（ふみ）の

泰納となる。東京の浅踊にある浅茄

寺（せんそうじ）山門に粂平内堂、
俗に「フミツケ塚」と雷うのがあっ

て、かってここに掛けられていた。

－２－

１０．天神概・菅公（かんこう）
衣冠（いかん）姿に胸に梅鉢紋（う

めばちもん）を付けた菅原道翼公（す
がわらのみちざねこう・菅公）を『天

神櫛」と儲に首う。字の上迩を祈顧
する。つまり、学閥の神樺．古くは
耐神樺（らいじんさま）とされ、耐
除け（かみなりよけ）を折画した。

↓ﾛ

7．尼さん地猿

O~

８．不勤尊（ふどうそん）９．児沙門天（びしやもんてん）

の搬蝶繍開馬斌を鮮縦蝶篭眺臭）
言う鋼（っな）を持つ。子供が強くは、四天王（してんのう）の一人で、

成長するように､叉は､溺飼が治る謡M耐聴講〕珊溺ようにと祈顧する。
願する。

I．
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蕊’リ総捌

１３．お大師H１（おだいしさま）１４．向かい天狗（てんぐ）
大師（だいし）とは弘法大師（こ左は島天狗（からすてんぐ）。天

うぼうだいし）、つまり脚愈歳を側拘は荒（あら）ぶる神で、廊王梯の
いた空海をさし、側吸や四耐路（し莱六天神社や火の神の状鰹神社より
こくじ）に多く、曲蛾(きよくろく．いただき、火遍除（よ）け・脚除け
椅子のこと）に座って三帖（さんこ・のお札として肝先（のきさき）に吊
篭紋の法貝）を逆手に持ち、左手は（つる）される。
散珠（じゆず）を持つ。閥期では皿
京の西斬井（にしあらい）大師や利
根川筋の八十八ケ所巡りで見られた。

１５．鬼神梯（おに力《みさま）

右が赤鬼、左がＷ鬼。鬼領神社か
ら瓢卿除（よ）けとして正月にもら
い、民箪の軒先（のきさき）に品（つ
る）される。

ヘ

２１．二股大根（ふたまただいこん）

上は、二股大恨を２本交垂させて、

それぞれ先をからませた図。二股大

根を女性と見なし、夫捌和合の祈顧

としてⅧ天揮に窮納する。

２０．迎い大槻

「迎い大根」（交垂した大根）は、

型天抑（しようでんさま）の枚。蝋

天は歓溜天（かんぎてん）とも芯い、

右手に大根をもっていると首う。大

根を錨食して「違い大根」の絵鵬を

恭納し、夫蝿和合や梱利を祈即する‘．

『
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す
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。
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－３－

１９．拓梱（ざくろ）

柘梱は鬼子冊神（きしもじん・た

くさんの子を生んだが、他人の子を

脚って食べたので、釈迦によって彼

女の末子がmされ抑められ、後に子

を守る母神とぱる）の約ち物で、人

川の肉の味がして、かつ、一I1rにた
くさんの爽を生むことから、子授け

､を祈馴する。
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画 １７．七つ而（なぱつめん）１８．仁進嫌（におうさま）

七面様（しちめんさま）は、日述仁王は金剛力士（こんごうりきし）
が久壇寺（〈おんじ・日遡宗本111）とも汀い、lllII1l出入りの悪脚を退敗
をIHIいたとき、身延山（みのぶさん）させる仏櫛．村柵月（むらずもう）
の唖山の神として祭られた。『七つ賑んな所では力上の力、上述を断甑
而』は、七而大明神（だいみようじする。
ん）に愛柵・1M禍の祈幽として1Mけ
られる絵賜。
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２２．不勤剣（ふどうけん）

不助騨（ふどうそん・不動明王）
の荷ち物で、「降麗の剣（ごうまの

けん）」と呼ばれる。脚よけのお札
となる。

２３．向かい狐（むかいぎつね）
狐は棚荷神社の使いで、一対（いつ

つい）が中央の宝珠（ほうじゅ）を

見守っている。そのうち一匹は米産
の皿を口に加えている。五穀段脳（ご
こぐほうじょう）・澗光繁盛を折

１mするのが一般的である。

竃－画唾雪国

「
隅-墓豊釜窒＝冨堵

２４．飛び狐（とびぎつね）
「向かい狐」はよく見られるが、

このように飛び交っている狐は珍し
い。

２５．三強（さんえん）２６．供待ち櫨（もももちざる）２７．柿持ち秘（かきもちざる）
三摸の製は庚申（こうしん）樺の，幌は女性の尻を理味する。子授け。「怖怖ち強」は鯵しい。「桃持ち

使い。五組盟阻にこくほうじよう)1安吸･下（しも）の癖を祈願。この損｣が女性を対敗にしているのに対
と佃棚（しようふく）を祈睡また絵叫を抱いて寝ると子供に皿まれるして、「柿持ち損」はりl子の成人祝
櫨は「去る』と言うごろ合わせから、と詠う．いに瀬鯛する。
災懸・洞脚が去るとも縮び付く。

ロ

２８．ＩＥＩ（ぬえ》

餌とは、平安時代末1111にいた蝉頼
政（みなもとのよりまさ）が退治し

たという伝挽上の怪獣。１ｍは観、胴
は皿（たぬき）、尾は蛇、手足は虎

に似ている言う。一家に叩（掴）・
巳（蛇）・寅（虎）の干支（えと）
の将が揃うと努力争いにはるので、

これを艇くすにはこの絵鳩を神社・
仏棚に奉納するとよいと言われる。

｡△

曇
綴

２９．日の出に皿（たか）

たかは、スサノオノミコトまたは

牛、天王.（ごずてんのう）の使い。

園は一羽の白腿に太剛（出生）・松
（持つ）を描く。他に脚（生め）を
描くこともある。子授けや安産を祈
願する。スサノオノミコトを擬ろ氷
川（ひかわ）、祇園（ぎおん）神社
などでも見られる‘，

－４ －

６．？。

'X;ｆ
Ｉ蕊

争糊樗雲~WgH
訓
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ｌ寺Ｉ

３０．明（はと）

明は八幡（はちまん）神社の使い
で、豆を拾って食べることから。手
足にまめができた時、ＡＪＩに食べても
らって治るようにと祈願するときに
服閉する。
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３８．百足〔むかで）３９．百足礼拝（れいはい）
百足は肥沙'111天（びしやもんてん）赤い百足を三方（さんぼう・神仏

の使いで、池をもつ虫。端禰の智をに供える四阿い台）に戦せて供え、
除くという木米の析醐から、お足（おそれを拝んでいる図。赤城山（あか
金）が多くなるようにと関西で大阪ぎさん）の百足と日光の大蛇（だい
澗人などの川で傭仰されている。じゃ）との戦い低悦から、赤城神社

の使いとなる。餐斑繁栄を折廟する。

３２．眼（うなぎ）

眼は、京邪の三鳥（みしま）神社３３．飛び魚（とびうお）
の使い。図は二匹が交差していて、 飛び魚は今順野（いまくまの）神

中央に三恥神社の紋が見られる。ま社の使いで、蹟食して折駁する。、’
た、崎玉雌三郷市にある「虚空敵（こび魚が二匹並ぶと夫鮒和合となり、
〈ぞう）隊」は岨は虚空埋菩繭の使掘神のイザナギ・イザナミに当てる。
いであると言われ、二匹が水中で仲

良く並んで泳いでいる図柄の絵.隅で、
岨を禁食して夫伽和合を祈醐。三匹
仲良く雌ぶと夫州と子の安梁を折1m。

３１．夫蝿AJI（ふうふばと）

明は一夫一剛（いつぷいつぷ）制
が厳格で仲の良い烏なので夫削円幽
や安殴祈醐に奉納される。背殿に柿
かれているのは太剛（出生）と松（待
つ）である。

－５－
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３７．蛸（たこ）
蛸の吸盤（きゅうばん）に因韓付

けて、イポ・皿（は）れ物平塩（へ

いゆ）のため蛸を禁食して蛸薬師・

蛸地理に祈願。特に埼玉県の二郷半
（にごうはん）鯛、今の三郷市内の

蛸薬師繊は知られている。また、東

北地方では蛸の目玉が鋭いことから

眼腐（がんびょう）が治るようにと
祈願する。

３４．蛇（琵琶に逆き付く蛇）

蛇は弁天槻（弁財天）の使いで、
弁天の持ち物である琵砥に趣き付い
ている図柄が多い。鯛剣平癒（へい
ゆ）や芸道_卜連を祈願する。

３５．.蛇（とぐろを進<白蛇）

皿訪（すわ）神社や烈天（しよう

でん）嫌の使いとも言い、蛇は厩
（かいこ）の天敵である鼠（ねずみ)．

を食べることから、養壷の成功を折．
願する。

３６．赤蜂(あかえい）・
赤えいは女性の海の神栂を祭る広

、（ひろた）神社の使い。この神社

は一説には四天王寺（してんのうじ）

の寺甑（じりよう）にあることから、

蹄良（じりよう）つまり卿が治るに

当てて赤えいを禁食して祈顛する。
●－一一■



－６－

４７．神酒（みき）４８．哩酬（しかがしら）
お神酒を三方（さんぼう）に載せ鹿の生首（なまくび）を二つ向か

て三鬼（みき）梯に供えた図柄。こ：い合わせに三方（さんぼう）に城せ
の神は夜、面（ほこら）を陵け出し’た図。快父地方の皆野町（みなのま
て町の酒臓に酒を闘いに行くと獄う｜ち）の顕肪（すわ）神社の総叫。背
酒好きの神虹ので園で脚り付けられは血もしたたる子鹿の生首を泰納し､
ている。そのかわり、洞を供えて折｜狩馴の大恥成就を祈師。伽州（しん
閲すれば固い叩がかなえられる。 ’しゅう・長野県）の副肪神社にかっ

て狩猟神としてのその風習があった。

４６．ｍね餅（かさねもち）

三方（さんぼう）に叙せて神に供
える餅は酒とともに、狸なお供えも
の。鏡餅（肌ね餅）のうちで、大き
ぷIK1餅（まるもち）は「おすがた」

と呼ばれ、餅が、ご神体ともはる。

猟‘齢卿審削うん.めでたい
'的狐）に梁って降四（こうりん）する
【（だ‘ところ。卿輔は神の依代（よりしろ・
を神が沼き符せられ粟り移る物）で、
(ば金刀比盟冨（ことひらぐう・こんび

４０．獅
戯の大敵である鼠を封じるのが猫

で、岩手県高田市の猫温（ねこぶち）
神社の諭面操に猫が育つようにと折
即。また､､猫の絵風は津恨の躯女（。
こ）絵風にもよく見られる。酪女が
お枚（はら）いの時、お告げによっ
て決められる絵瓜の図に猫が多く見
られる。

の詠Ｄｌこ冊

絵風は津恨の躯女(みし】とか屈台【やたい］と言う）を
<見られる。酪女が曳いている図。毎夜、地肌理子（ば
の時、お告げIこよっやし）を好んでまねて人を画かせた
:瓜の図に猫が多く見と首う。大阪堀川の榎木（えのき）

神社、俗に、『堀川の地Ⅲ稲荷」に
捌腐一切・家案繁栄を祈顧する。

ら槻）では、金色の御幣となる。脳
醐成軌（しょがんじょうじゅ）の祈

恥をする。

4縦"M側というよりは､蘭〈４５偲魁(とりい）
は鳳誕(さいし)川風として側われ､示繍ｉｉｌ剛眺鴨潟
駕蝋靴銚制鯉の聡も脳かれている。
るのである。

４３．闘聴礼拝（ごへいれいはい）

珊震（ずいうん）に乗った卵幣に
人が合掌（がつしよう）している拝

みを付けｊ､えた拝み絵風。脳醐成枇

の折噸をする。

心中●
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立
雛
は
女
子
が
淡
島
神
社
に
奉
鱗
す
る
も
の
で
、
淡
島
樺

は
住
吉
様
（
住
吉
神
社
）
の
女
房
神
と
さ
れ
、
蝿
人
病
が
治

る
よ
う
に
と
祈
願
す
る
。

山
車
（
だ
し
）
は
祭
り
の
時
に
見
ら
れ
る
が
、
博
多
の
櫛

田
（
く
し
だ
）
神
社
の
「
山
笠
」
と
呼
ば
れ
る
山
皿
の
絵
脇

で
、
疫
病
退
倣
・
五
毅
豊
瞳
を
祈
馳
し
櫛
田
神
社
に
奉
納
。

５２．井脚

「吹き上げ水」とも前われ、ﾉﾉ可
を伽るとき、良い水がたくさん出る
ようにと地主神に祈願するときに恭
納する。

撰雲雪華
i！

４９．おこぜ

醜（みにく）い血であるが、山の
神の好物とか、山の神の哲あるいは
使いとされ、狩猟析顛や鯛凱平噛な
どに奉納する。

５０．吹切（たちびｊＸ）

５１ 山読（やまがさ）

子
供
の
入
浴
嫌
い
が
治
る
よ
う
に
と
母
韻
が
幼
児
を
抱
い

て
入
浴
し
て
い
る
図
。
昔
は
入
浴
姫
い
の
子
が
多
く
、
韻
に

と
っ
て
頭
痛
の
稲
で
あ
っ
た
ｃ

－７－

５６．ｍ（二ｍ・にけい）

鋤は夜泣か虹いことから子の皮泣５７．イI：
牛が茄を食べている図。子供の篭

綴赤雌総鯉繍（脇継2鯉零棚
鯉麗制聴鮒餓くさ世て治るようにと”する｡歳

蝋織機搬舗聯淵棚
の蘇れに屈散内の荒神桜に形納する。

５５．〃代（さかやき）

月代とは散盤（さんばつ）のこと。
剃刀（かみそり）で丸坊主に剃った

ので、とても樺がったのである。子

供の敗盤倣いが治るようにと折則し
湘納する。
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５４．小児（しように）人桁
子供がたらい（師や手を洗うため

に、湖や水を入れる器）につかって
いる。竿（さお）には脱いだ糊物が
掛かっている。子供の入浴嫌いが治
るようにと祈願し滞納する。

５３．Ｍ千人耐



灘
５８．違い鯨（ちがいがま）１５９．草刈鐘（くさかりがま）と随６０．為朝と鬼の力比べ
蝿（かま）で草を刈り取るように、鋒と刈った草を入れる寵（かご）源鎖西八郎為朝（みなもとのち

竃（くさ）つまり馴れ物が鰯で刈りを描く。『違い錨』と同じく、子供んぜいはちろうためとも）が鬼界が
取られるようにと子供の皮間痢の平の衝（くさ）が治るようにと祈願す島（きかいがしま）に流され、鬼を
麺を折願する。ろ。征伐したとの伝説に基づき、武者（む

しや。為朝）が鬼と弓を引っ強りあっ
ている図。軒先（のきさき）に吊（つ

る）し、子供の癌癒（ほうそう・天
然痘のこと）除（よ）けとなる。

◆｡

晒込

Ｐ

薄Ｚ

。’

凡伝

§二一 ＝＝や国画一転孟室唾唾 一 陣 … 国 軍 面 症

６ １．武者（むしや）６３．乳しぼり

武士が虎の皮の上に座って､箪扇i6灘鵬にひとえ)に､陰乳がほとばしる『乳もらい｣の図。
（ぐんせん､･昔、大将が軍を指揮す扇（ひおうぎ）を持ったお姫梯。女乳が出ない母親は四方八方にもらい
る時に使った園で、日の丸が描かれの子が立派に女の子らしく育つよう乳を捜し回った。その時奉納する折
ている）を片手に見栄（みえ）をきつにと祈剛する。願の絵馬である。なお、逆に乳が出
ている。 男の 子の立身出世（りつし過ぎて困る母親のための『乳あずけ』；
んしゅつせ）や、たくましく育つよの祈願もある。
うにと祈願する。

覗圃

６４．蛤（はまぐり）

目が合わさって閉じることから結

合を愈味し、娘の良縁が得られます
ようにと母籾が奉納する。

６５．獅砂（たかさご）

中央に松があり、その根元に竹笹、
両側に翁（おきな）である「尉（じよ
う）』と廻（おうな）である「姥（う
ば）」がほほ笑んでいる‘，ｒ尉と姥.Ｉ

とも呼ばれ、夫蹄ともに長苅をまっ
とうできるようにと祈願する。

－８－

麺畷一安E¥＝塞勇

蕊溝講瀞

蕊；
６６．宝尽（たからづくし）

謹物尽くしの絵脇。紅の鯉・宝珠

（ほうじゅ）・打ち出の小仙（こづ

ち）などの宝物の絵が術かれている。
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６７．版慨（めしもり）

飯欄（めしびつ）をわきに趣き、
椀（わん）に飯（めし）を山蛎りに

して、せっせと食べている図,､胸の
つかえ（心配叩）がなくばるように

と析願し、奉納する。

６９．錨（いかり）

錨だけの図。典京の日本槻の水天

富（すいてんぐう）が代変的。花柳
界（はなやぎかい・かりゅうかい・

芸将や剛妓［しょうぎ｝の社会）
の女性が、良い旦那（だんな）の足

止めに他所で桃没しないようにとlWi
（がん）かけに仙う。

６８．筋（いかり）蝋（か）み

猫が噛める膿の課い鯛になるよう

に、また、筋は船が効かぬように繁

（っな）ざとめることから網の動き、

つまり附梢胆隅が治るようにと祈加

する。

７１．八つ目（やつめ）

８０Nの目、八む（毒酬む・やむ）

と訂う窓味。眼綱平幽（へいゆ）を
祈師。緋は衛生思想も魁〈、眼鯛胆
者が多くいて悩みが深刻であった。

７０．向かい目

眼腐が治るようにと祈願する。凹

叩から中郁にかけて見られ、一般的

には薬師堂に泰納する。

７:$．Ⅲ螺（たにし）

１１]螺の「螺.ｌ（つぶ）を『Ⅲｕ（つ
ぶら）にかけて、、螺を蛾食して眼
綱が治るように折猟する。間は、２
個の田螺が人Ⅲの目玉をむきだした
ように肺かれている。

７'1．雁（こし）から下（した）

棚人が腰から下の胸（性ﾊjｻ４Kど）

が治るようにと折lWiする。Ｍ綱平癒

には女陥やりI槻を怖いた絵鵬も見ら

れる‘、

－９－

鐸暇就琴『
|W麗棚

■甲

７５．片手

１１１瓢（ちゅうき・脳出血後に起こ

る、体のまひ・中風Ｉちゅうぶ１と
も言う）などの手の綱が治るように
と大手神祉に派納する。

７２．十六目

『八つ目.Ｉと同じ願いで奉納する。
他に『四十目.Ｉもあり、８の倍敵と
なっている。

雪i謹藤『
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７８．脚Ⅲ（はらがけ）

肌掛とは、胸から胆までおおい、

背中でひもを交遅させて結ぶ衣剛で、

子供の服１Ｍは寝冷えを防ぐために蒲

ろ。子供の胆の綱が治るように、ま

たは丈夫に育つようにと雅納する。

足利巾の大蝋（おおはら）神社で見

られる。

７６．間祁

大手神社（砺木ﾘｉｌ足利市）に奉納
する絵鵬でs『片手』と同じく手の
鯛が治るように、また女性の手先仕
耶（槻蹴り雌ど）の上迩を祈噸する。

７７．複（ひ）

控とは極蹴りで綱糸を通す小さな

ﾊﾅ形（ふながた）のｉｎ別。槻轍りが

上連するようにと女眺が祈顧する。

ロ伊

８ ３．紫禰８ ４ ． 女 に 錠 （ じ よ う ）
上は、一升悼利（いつしようとつ女に錠（中央にある）をおろす。

くり・１．８８入りのヒョウタンのつまり女を断（た）っ。浮気封じの

形をした酒の容圏）を筋いた絵叫。祈顧。喪が夫の浮気に摘んで内緒で
その他に．四斗棚（しとだる）に朱絵叫を奉納し、祈顧したのであろう．
の大盃（たいはい・大きなさかずき）「錠物.Ｉ（じようもの）と呼ばれる
を伏せた図や甑子（へいし・橘を入絵叫の一つである。
れて注ぐのに川いる靭長〈て口の快
い瓶［びん】、銚子とも君う）・朱
盃（し吟はい）・一J1･徳利などに錠

（じよう）をおろした図も見られる。

-雫螺顎霧毒講

８２．.本多忠帆（ただとも）の墓

生前、大酒のみで酒癖の皿かつた

本多聖朝〔ほんだただとも）は、死

後酒酬の迎い者をいさめてくれると

いうことで、理Wlの秘（五恰堵の墓）

に女性が祈っている絵賜。妻が夫の

大酒に囲って拝んでいるのであろう。

筑涌祈顧にも利〃jされる。

７９．脚切り（えんきり）８０．職切り（榎とりl）
掴（えのき）が『縁（えん）の木』樋に夫が喪との職が切れますよう

と通じ、リ}女の脚が切れるようにとにと祈顧している総鵬であろうか、
掴を！l'央にﾘﾘ女が背合わせしている。肌が何かの縁切りを祈醐している図
噸蝋棚阪櫨の榎神社に奉納する。夫である。
師の脚切りの他、妻・母らが夫・息
子のⅢ剛との卿切りも含む。

８１．縁切り（7V合わせの呪女）
側女が背合わせに唖っている図で

ある。緑切り絵鳩としてはよく見ら
れる禍図である。



８５．噸菅（きせる）に錠

煽冠と煙草（たばこ）に碇がかかっ

ている図である。『錠物」の一つで、

鱗煙祈噸の総瓜。

f一元弓.吏今アーー‐一痔~＝躍膿･’宙－・ー、

醒識溌蕊掻厭

とZ！

８６．喪（さい）に錠

聾ころに碇がおりている。そばに
は化札がある。つまり仰打（ばくち）

をやめる研醐の絵脇。

８７．花札に錠

花札に錠をおろす。つまり、椛札

をやぬる叩け111紫止の祈加。

箔ロー寿塞晶農諜頴謂窄当謡うF霊孟麺瞬４用

１１－

Ｉ

９１．蛇（なまず）「二匹｝

２鵬の鰹の図は「盟.｜の平幽の他

に、夫則り､合・安蝿所期にも刊川さ

れる。

８８．心に錠

心に錠をおろす。つまり、断（た）

ち11『ｰ･切を対敗としている、上の輪

･1Mには１.叩棚二十九年--.j'八I]」｛､年

四十一才ﾘl」「鰯ズ柄蝋蒲女

右」「一生ｌの字が晩める。

９０．瞳（なまず）【一匹｝
皮間鯛の－洲である函（なまず）

にかけて、皮脚桝平癒を折恥する．

閲とは、糸状の剛IMIが帝生して削茶
色または白色のまだらができる皮膚
綱。

８９．棚侭（すもう）

門肌（しろはだ）の力言l：（手1Ｗに

いる）と赤肌の力士が１１１個をとり、

白肌の力士が聯つように、つまり、

げは色白が英人とされていたので、

蜘人が曲肌にぱるようにと祈醐する。

９２．蟹（かに）

紐の111脳（こうら）で(〕食べられ

る栂、堅い間になりたいと冊を紫食
して鮒を鯛食して祈師．

９３．鮒（いわし）

雌眺（しゆう）二匹が並んでいる。
端は、が懇いと言われ鮒を禁食して
iIHjW平癒を折1m。また、鰯の剛鱗（ぎ
んりん）から辿想して稲麻疹（じん
ましん）平嘘、鮒の強い臭いから女
性の性綱平塩にも折EIIする。
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夕

９４．鮒（さば）

鮒は鮮度の藩ちが早く、すぐ目玉

が白くなる魚で、新鮮度が要求され

る魚。この貿逝な鮒を禁食して、子

供の歯筋平題などに祈顧し奉納する。

９７．母子僻み

即と子が親子そろって何かを神仏
に拝んでいるｒ作み絵瓜.I。

１００．丘隊僻み

ｎW血不勅の姿勢の帝個耶人が剛を

雌れた「仲み絵脇』。先肪祈顛や敬

明から加叩にjM通したお礼もうでな

どに派鯛する。なお、脱州している
図も見られる。

９５逆さ松（さかさまつ）
『逆さ松」と『逆さまつげ.Ｉのご

ろ合わせから、逆さまつげが治るよ
うにと折廟する。

９８．女僻み

赤と白の拠灯（ちょうちん）を榊
に、女性が何かを仰んでいる「拝み
絵鳩」。上の絵脇には「火即成批」
（たいがんじょうじゅ）と掛かれて

いるの

１２－

９６．小児拝み（しようにおがみ）

子供が拝んでいる「拝み総叫.Ｉ。

「岬み絵瓜」は和IHI姿でひざまづき、

右から左前の方を向いて拝んでいる
のが共通した槻図である。

９９．リl拝み

卯が神仏に何かを拝んでいる「作
み絵瓜」



『小絵馬百選』から漏れた主な絵馬

神仏を描いた図

お薬師様・・・薬壷を持った仏様である。東方の浄瑠璃光（じようる

りこう）世界に住んでいて、人々の病苦を救う。天台宗系の寺院、

特に薬師堂に見られる。

観音様・・・手に蓮の花を持つ。観音菩薩（かんのんぼさつ）には他

に十一面観音・千手観音（せんじゆかんのん）など特殊な観音菩薩

も見られる。昔は観音札所（ふだしよ）巡りである『西国（さいご

く）三十三か所』、『坂東（ばんどう）三十三か所.Ｉ、『秩父三十

四か所』として観音信仰が盛んであった。

鋪埴（しようき）さま・・・鐘旭は中国の玄宗（げんそう）皇帝の夢

枕に立って魔を敏（はら）い、病を治したと言う。そのことから悪

疫（あくえき）ことに庖循（ほうそう）神を軒（のき）守りとして

軒先に掛けられる。

神仏に縁故の深い巻属（けんぞ〈）などを描いた図

獅子（しし）・・・獅子は文珠菩薩（もんじゅぼさつ）の使いで、文

珠堂には知恵のつくことの遅い子供のために知恵を授ける文珠様に

獅子の絵馬が奉納される。

干支（えと）を描いた図『十二支絵馬』

自分の干支に当たる動物を描いた十二支の絵馬は、神仏固有の信仰

や伝説に惑わされることなく、どの神仏にも共通して奉納することが

できるため、広く利用されていた。ところが、今ではこうした意味の

ｉ・十二支絵馬』は少なくなり、かわってその年の干支絵馬が一般的に

なった。子（ね）の年であればその一年間は誰が奉納しても、どんな

祈願であっても子の図柄の絵馬というように固定した図柄となったの

である。なお、図柄で十二支の動物は他の小絵馬同様に左向きが多い。

１３

～
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更糸氏、二才苗力､才Ｌ－でし、ろ／｣、糸会‘恩弓＠つ角率謬も－

昭和４７年（１９７２）１２月初め、浜松市の伊場過跡の奈良時代の

地層から発見された絵馬。今のところ我が国最古の絵馬。縦７．３ﾝ、

横８．９蕊ﾝ、厚さ０．５ｼﾝの桧（ひのき）の板に墨で馬の絵が描かれ、

胴の部分に薄く朱が残っている。上端中央には紐穴がある。

ここに見られる馬の姿は胴体がずんぐりしていて足が短く、古代の馬

の姿を偲ばせる。また、朱が残っていることから赤毛の馬が描かれてい

たと推定され、止雨を乞うために捧げられたものと考えられている。

長雨のために田畑の作物が腐ってしまうような時には白馬（のちに赤

毛の馬も使われる）が、また日照りの時は雨乞いのために黒い馬が捧げ

られた。

この冊子にのせてある絵馬の写真は『絵馬精撰』（恒星社厚生閣出版

石井真之助著）、『絵馬』（保育社カラーブックス岩井宏実・山崎挺洋

共著）、『絵馬秘史』（ＮＨＫブックス岩井宏実著）『足立区文化財調

査報告書・絵馬編』（足立区教育委員会）などをもとにした。ここにあげ

た小絵馬のほとんどが、今ではすたれ手に入らなくなっている。

絵馬の分類は、『絵馬』（法政大学出版局岩井宏実著）によった。

絵馬の解説文は、以上あげた本を主にもとにした。

平成２年６月１６日越谷市郷土研究会理事加藤幸一。
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